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眼寓内の静脈に関する肉眼解剖学的研究
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要  約
著者らは眼官内の静脈について肉眼解割学的に再検討を加え,上眼静脈を中心とした眼宮内の静脈還流形態

を明確にした。さらに,図示されることの稀だった眼富内の静脈と外眼筋,神経,動脈等の位置関係を正確に

記載 して,涙腺静脈等2.3の 静脈を除 く多 くの静脈が動脈・神経に伴走しないことを示 した。上眼静脈の根には,

内直筋と視神経の間から眼球のすぐ後方を上内側に回り込むように経過する "上行枝"が恒常的に存在する。

下眼静脈は通常この上行枝の延長として成立 し,眼富下部の多 くの静脈が同枝を経て上眼静脈に注 ぐ.上眼静

脈は上眼寓裂にはいる前に外直筋の起始腱膜の上外側に密着 して狭窄しているが,一方,眼球後方では正常で

も著明に拡張しており (最大径平均,6.2mm),眼 官内の静脈還流における一時貯留庫の役割が示唆された。
(日眼会誌 95i31-38, 1991)

キーワー ド:眼宮内の静脈,上眼静脈,上行枝,人体解剖学

Gross Anatomical Study of Veins in the Orbit

Keiko Murakami*, Gen Murakami**, Akira Komatsu*

Tatsuo Sato** and Sadanao Tane*
*Department of Ophthalmology.,St. Marianna Untuersity School of Medicine

**Department of Anatomy, Faculty of Medicine, Tohyo Medicat and Dental Uniuersity

Abstract
The aim of this study is to clarify the major route of venous return in the orbit. Minute dissections

were performed in 10 adult cadavers (5 males and 5 females) after being fixed in a l0%o formalin
solution. The superior ophthalmic vein (SOV) and its ascending anastomotic branch were consistently
well-developed (the average maximum diameter : 6.2mm and 3.2mm, respectively) and these two veins
formed the main venous channel from the orbital contents. The ascending anastomotic branch ran
between the optic nerve and the medial rectus just behind the eyeball and joined the SOV. A large
number of veins, including the inferior ophthalmic vein, which originated from the inferior contents
of the orbit, drained into the ascending anastomotic branch. Arteries and/or neryes did not accom-
pany their respective veins in the orbit, except for the lacrimal and ethmoidal veins. The posterior end
of the SOV was severely narrowed lateral to the aponeurosis of the lateral rectus, while being
conspicuously dilated just behind the eyeball. The above flndings suggested that the dilated portion of
SOY may act as a reservoir of the venous return of the orbit. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 95: 31-38,
1991)
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I緒  言

眼富内の静脈は上 。下眼静脈を中心にして海綿静脈

洞に収敏する網工 として理解されている.成書では

Langら 1)の記載が最も詳しく,下眼静脈を弱小枝とし

て退ける一方で上眼静脈にいくつかの側副枝を規定

し,基本的には後方に収敏する網エモデルを踏襲して

いる。数少ない原著においては,本邦における神作
2)の

労作を含めて最大公約数的な静脈の分枝形態に注目す

るにとどまり,位置関係の把握が不十分と言える。本

研究では肉眼的に忠実に図示することによって,網工

の中で主幹となる最小公倍数的な静脈を提示した。

II 方  法

篤志献体による東京医科歯科大学解剖学研究用成人

屍体10体 (男性 5体 ,女性 5体),計 20側 の眼高を用い

た。約 7-8リ ットルの10%ホルマリンを大腿動脈か

ら注入して固定した後,眼寓の上壁,外側壁,下壁の

順に骨を除去しながら順次深部に剖出を進め, この間

に描いた各例につき複数のスケッチをもとに,眼富内

容を上外側から見た図を作製して比較検討した。同固

定方式では眼嵩内の静脈は虚脱して内腔がつぶれてい

る。注入処置によって固定液ないし血液が眼富内に押

込まれ,静脈が人為的に拡張することはない。なお,

虚脱 して扁平な状態の最大幅を静脈最大径 として計測

した .

III 結  果

眼嵩の静脈網の中で恒常的に発達する静脈は,上眼

静脈 (SV)を中心にその根としての “上行枝"(A)お

よび涙腺静脈 (LV)で ある (図 1-10).

上眼静脈の記載を後方から行なう。外直筋と上直筋

の間の眼嵩尖部外側から眼嵩外側を前走し,眼嵩前後

軸の中点付近から内側に向きを変える。ここで通常は

涙腺静脈を受ける。次いで上直筋のすぐ下方に接して,

眼球後方を内側に回り込むように上斜筋の滑車部に至

る.滑車部では動脈や神経の変異に関わらず,滑車の

上下を通る静脈に分れることが多い。上眼静脈の分流

形成 (島形成)は,眼球のすぐ後方 (図 3, 7)お よ

び眼富後部 (図 10)で観察された。

上眼静脈は全体 としてはクランク状ないしS字状

の経過を示す。このうち涙腺静脈合流部から“上行枝 ''

を受けるまでの内外側方向の部分は,上直筋の筋膜に

続 くハンモック状の筋膜に下方から支えられ,眼球の

上後方で著明に拡張している(図 1).同部の最大径(以

下,虚脱状態における最大幅を指す)の 20側平均は6.2

mm(最大8.Omm,最小5.Omm)だ った。上渦静脈を
含む眼球上面からの静脈を中心に多 くの根を受けるも

のもまたこの部分である.

上眼静脈に注ぐ“上行枝"は ,最大径平均3.2mmと

発達し,眼球のすぐ後方を内直筋と視神経の間から上

内側に回り込むように経過する。内直筋への動脈や上

斜筋の滑車部に至る眼動脈遠位部の外側を通る。同枝

は下渦静脈を含む眼球下面や眼嵩下部からの静脈を根

としており,下眼静脈はこの上行枝の下方への延長と

して形成される.

眼球内側下方から内眼角にかけては静脈の有力な起

発部位であり,後方に向かう静脈は上眼静脈か “上行

枝"に注ぐ.ま た,下斜筋と下直筋にはさまれる眼球
の外側後下方からも恒常的に静脈が起発しており,“上

行枝"に集まっている。このように, 同枝は眼害下部

の広い領域と上眼静脈を連絡しており,結果的に眼富

内の静脈の多くは眼宮の上部に集約されている。上眼

静脈と上行枝については開放して弁を検索したが,観

察されなかった。ただ,上行枝が上眼静脈に流入する

部位は,外観と異なり内腔はややくびれている。

下眼静脈は細 く,通常は下直筋の上面を前後に縦走

して根を集め,下斜筋の神経や動脈 とは独立して経過

する。“上行枝 "の根がほうき状に広が り,眼富の下部

を縦走する静脈が欠如することがある (図 4).

涙腺静脈は上直筋外側方の眼嵩外側上縁を後走して

上眼静脈に注ぐ.合流部に島形成を見ることがある(図

7,10)。 この静脈は神経や動脈と伴走する傾向が強く,

涙腺神経がしばしば静脈の上面に密着して経過する。

上眼静脈は眼宮尖部できわめて細 くなり,外直筋の

起始腱膜の上外側,すなわち上直筋起始腱膜のすぐ外

側に密着して上眼宮裂にはいる。涙腺神経が静脈の外

側に接し,前頭神経が内側前方から近接して来る。一

方,下眼静脈もやや細くなって,外直筋の起始腱膜の

下外側に密着して上眼嵩裂にはいることが多い。総腱
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図の略号 以下の図はすべて右眼を上外側から見ている.
SV i上眼静脈,SO:上斜筋,IV i下眼静脈,LR:外直筋,LV:涙腺静脈,SR:上
直筋,A:上 眼静脈の “上行枝",LG:涙腺,CS:海綿静脈洞 (前部)

図 1 拡張した上眼静脈 (SV)と “上行枝"(A)の剖出所見.静脈下に挿入した紙片
は長辺が5mmである。海綿静脈洞は眼神経 (Vl)の前後で開放されている (CS).
外直筋起始腱膜 (下 )お よび涙腺神経 (上 )に接して上眼静脈は狭窄する (arrows)。

下眼寓裂から翼口蓋嵩に至る静脈 (arrow‐ head)が ,下眼静脈 (IV)に近接して観
察される。
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図 2 “上行枝"(A)の根が
下直筋の下方を経て下眼嵩

裂の眼嵩下静脈 と吻合して

いる (anow‐ head).
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図3 _L直筋下方に発達した

静脈が上限静脈 (SV)の側

副路を形成する一方,下眼

静脈 (IV)に も吻合する。

下眼静脈は下直筋の下方を

後走する。

図4 眼富下方からの静脈は
すべて上眼静脈の“上行枝 "

(A)に集まる.

図5 外直筋起始腱膜の直前
で下限静脈 (lV)が上眼静

脈 (SV)に注ぐ.
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図 6 下直筋上面に下眼静脈
(IV)の 根が多数観察され
る。眼宮尖部から前走して

上眼静脈 (SV)に注ぐ強い

静脈がある。中硬膜動脈由

来の涙腺動脈が見 られる

(al■ow‐heads).

図 7 上直筋 (SR)下方に発
達 した静脈 が上 眼静脈

(SV)の側副路を形成する
一方,そ の枝が上直筋起始
腱膜上面に密着して独立に

海綿静脈洞 (CS)に注ぐ.
上眼静脈の分流から分か

れ,眼球後方から内側をま
わって内眼角に至る太い静

脈があり,鼻背動脈に伴走
する。中硬膜動脈由来の涙

腺動脈 (arrOW‐ head)が通
常の涙腺動脈と吻合してい

る。

図 8 浅層の動脈に変異 (上
直筋と上眼瞼挙筋の間を通

る眼 寓 上 動 脈,arro w―

head)があるが,静脈につ
いては基本型である。

SO
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図 9 下直筋上面に下眼静脈
(IV)の 根が多数観察され

る.“上行枝"(A)か ら眼球

内側面に沿って前走する太

い静脈がある.涙腺動脈お

よび外側眼瞼動脈が眼宮下

動脈 に由来する (arrow‐

head).

図10 下眼静脈 (IV)の枝が

下直筋下方から眼球下面を

経て内眼角に向う。眼嵩尖

部の静脈が発達しており,

上・ 下眼静脈に注ぐ.

図11 眼嵩内の主幹静脈を示

す模式図.眼嵩下部の静脈
は “上行枝"(A)を経て上

眼静脈 (SV)に注ぐ.
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われている。

多 くの成書では,Doxanasら 8)を 除けば眼寓内で

動・静脈が伴走す る と記載 されてお り (Duke‐ Elder

ら3),warwick9),他 ),中には上眼静脈が眼動脈に伴走

す る とい う記 載 さ え見 られ るが (H01linshead10),

Schaerer口 ),Williamsら 12),他 ),今回の所見では涙腺

静脈前部など一部の静脈だけに動脈 との伴走傾向が認

められた。頭頸部の静脈,特に側頭嵩や側頭下寓のよ

うに筋の動 きの顕著な空間では,静脈が動脈に伴走せ

ず,しかも流出路が周辺部に複数存在することを考え

ると,眼嵩内の静脈の形態 も首肯できるだろ う.なお ,

動静脈の伴走に関する所見 (2.～ 4.)で記載 した動脈

変異は,過去の文献 (西 13),Duke‐ Elderら 3))に照 し
ても未だ報告 されていないものである。

眼寓内の静脈還流の主流である上眼静脈は,眼嵩尖
部で狭窄する一方,眼寓中央部では顕著に拡張 してい

る。海綿静脈洞への通常の流出は静脈の狭窄部によっ

てある程度制限 されると考えられる。上限静脈の拡張

は頸動脈・海綿静脈洞痩等において画像診断上顕著な

ことが知 られているが,そ の直径 は 自家所見では10

mm程 度のことが多 く, これは今回の計測値平均6.2
mmと 比較 して も大差はない。本計測値 は静脈造影
(Brismarり)や正常 CT像による計測値 (BaconO)
よりかな り大 きいが,他の解割所見 (Joら 8))に は近い。

この差異は,今回の剖出例から推測 されるように,拡
張していても内腔が虚脱 してつぶれているため,画像
化されない結果 と考えられる。上眼静脈の拡張部は ,

前方流出路の容量が顔面筋の運動等により生理的に変

動することに対 して,眼寓内の静脈還流を調節する一

時貯溜庫の役害」を果 していると考えている.
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IV考  按

著者らの所見は,眼宮内の静脈網が上・下眼静脈 ,
特に上眼静脈に集約される点,お よび両静脈の経過に
ついては,概ね従来の知見 と一致 している (Duke―
Elderら3),Jakobiec4),他 )。 しかし,上眼静脈の“上

行枝"が,下眼静脈域の大半を含む眼嵩下部の静脈を
いったん眼富上部に集めている所見は,多 くの成書の

記載と異なっている。精密さで名高い Hochstetter5)の

図譜には同上行枝が明示されてお り,はからずも下眼
静脈と命名されている。海綿静脈洞に注ぐ教科書的な

下眼静脈は,出現頻度(Joら 6))や太さの点(図 1-10)
から見て,上眼静脈に並ぶ静脈還流の主流とは考えに

くい。眼寓上部 と下部それぞれに前後方向の流出路が

存在するという従来の模式図は適当ではないと考えら

れ,筆者らが提示するモデルは,上眼静脈とその “上
行枝"が眼富内の静脈還流の大半を担っているという

視点に立っている(図 11)。 やや位置が異なるが,神作2)

は上・下眼静脈の吻合枝が眼球の後極に近くその内側

面に沿 うと記載 してお り,Doyonら 7)の 指摘す る
medial apsidal veinも これに類似する。前者は弱小な

吻合枝であり,後者は下方からの根のひとつとして扱
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